
か
っ
た
、
後
ほ
ど
帰
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
。

ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
、
思
想
教
育
の
で
き
て
い
な
い
者
は
伐

採
収
容
所
に
逆
戻
り
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
で
、

皆
、「
赤
旗
」
の
歌
な
ど
歌
い
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
気
勢
を

上
げ
た
。
民
主
教
育
が
進
ん
だ
と
判
断
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら

第
一
分
所
よ
り
第
五
分
所
に
移
り
初
め
て
乗
船
が
許
さ
れ
た
。

船
の
中
は
大
騒
動
で
あ
っ
た
。
抑
留
中
の
ア
ク
チ
ブ
（
活
動

家
）
は
袋
叩
き
に
さ
れ
、
舞
鶴
に
着
い
た
と
き
は
顔
が
腫
れ
上

が
っ
て
い
た
。
途
中
海
に
投
げ
込
ま
れ
た
の
か
、
上
陸
す
る
際
、

一
人
足
り
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
舞
鶴
に
着
く
と
日
本

の
警
官
が
厳
重
な
監
視
態
勢
を
敷
い
て
い
た
。
便
所
に
行
く
に

も
後
を
つ
け
て
来
た
。

か
く
し
て
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日
、
英
彦
丸
で
夢
に
も

忘
れ
な
か
っ
た
故
郷
に
復
員
す
る
。

し
ば
ら
く
家
（
兄
の
家
）
の
農
業
の
手
伝
い
の
か
た
わ
ら
、

あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
従
事
、
苦
労
の
末
、
三
年
後
の
昭
和
二
十
六

年
十
二
月
、
シ
ゲ
子
と
再
婚
、
家
を
建
て
別
世
帯
と
な
り
二
男

の
父
と
な
る
。
そ
の
間
、
梅
畑
の
開
園
な
ど
生
活
基
盤
の
拡
充

に
取
り
組
み
現
在
に
至
る
。

　
た
ま
た
ま
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
家
が
町
道
の
拡
幅
工
事
に

よ
り
立
ち
退
き
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
七
年
三
月
、
現
在
地

（
樮
川
一
四
八
一
番
地
の
一
）
に
新
築
移
転
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

九
十
九
地
区
第
八
ラ
ー
ゲ
ル
　 

山
口
県
　
中
根
弥
太
郎
　 

中
支
戦
線
湖
北
省
荊
門
よ
り
約
一
カ
月
半
に
及
ぶ
夜
間
強
行

軍
で
満
州
四
平
街
に
転
戦
、
ソ
連
軍
参
戦
と
同
時
に
戦
わ
ず
し

て
終
戦
と
な
り
、

同
時
に
苦
難
の
強
制
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。

黒
河
を
渡
っ
て
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
か
ら
一
カ
月
に
及

ぶ
貨
物
列
車
の
旅
と
な
る
。
そ
し
て
十
月
一
日
、
カ
ザ
フ
共
和

国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
市
に
あ
る
九
十
九
地
区
第
八
ラ
ー
ゲ
ル
に
収
容

さ
れ
る
。

以
前
ド
イ
ツ
兵
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
収
容
所
は
、
四
方
を

鉄
条
網
で
囲
み
、
四
カ
所
に
自
動
小
銃
を
持
っ
た
ソ
連
兵
が
監

視
し
て
い
た
。
こ
れ
が
四
年
半
に
も
及
ぶ
藤
部
隊
千
二
百
人
の



地
獄
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。

初
め
て
入
る
炭
坑
。
斜
坑
を
歩
い
て
下
り
る
と
、
木
の
枠
が

折
れ
、
ボ
タ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
落
ち
た
り
、
水
た
ま
り
が
あ
っ
た

り
、
恐
怖
こ
の
上
な
し
。
八
時
間
働
い
て
上
が
る
と
き
は
、
空

腹
で
め
ま
い
が
し
て
、
倒
れ
る
者
数
知
れ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。

黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
、
粟
や
燕
麦
の
お
粥
が
飯
盒
の
蓋
に
一

杯
、
こ
れ
が
入
坑
す
る
と
き
の
食
事
。
終
え
て
上
が
っ
た
と
き

は
パ
ン
な
し
で
、
お
粥
と
ス
ー
プ
が
一
杯
。
腹
の
中
は
か
ら
っ

ぽ
で
、
食
堂
を
出
る
の
に
未
練
た
っ
ぷ
り
で
あ
っ
た
。

二
年
後
に
民
主
運
動
が
始
ま
り
、
初
め
は
様
子
を
見
て
い
た

が
、
帰
国
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
次
々
と
講
習
に
参
加
し

た
。私
た
ち
の
藤
部
隊
は
戦
犯
部
隊
と
い
う
こ
と
で
、
三
度
ゲ
ー

ペ
ー
ウ
ー
の
取
調
べ
を
受
け
た
。
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
、
そ
の
後
は
積
極
的
に
各
行
事
に
参
加
し
た
。
三
年
後
、

胃
病
の
た
め
二
十
日
間
入
院
し
、
退
院
後
Ｏ
Ｋ
と
な
り
、
炊
事

勤
務
に
回
さ
れ
、
パ
ン
屋
の
責
任
者
と
な
っ
て
千
二
百
人
の
人

に
パ
ン
を
切
っ
て
渡
し
た
。
八
ラ
ー
ゲ
ル
の
人
で
私
の
顔
を
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思
う
。

　
思
え
ば
、
落
盤
で
間
一
髪
命
を
拾
い
、
高
圧
線
に
二
度
も
触

れ
、
二
度
と
も
気
絶
し
て
い
た
こ
と
、
幾
た
び
か
死
線
を
乗
り

越
え
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
九
日
、
高
砂
丸
に
て
夢
に
ま
で
見

た
祖
国
舞
鶴
に
上
陸
し
た
。

再
び
我
が
子
、
我
が
孫
に
青
春
の
な
い
時
代
を
送
ら
せ
た
く

な
い
こ
と
を
祈
っ
て
。

■
伸
、
平
成
七
年
八
月
三
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
で
放
送
さ
れ
た

「
淡
々
た
り
、
淡
々
た
り
、
奇
才
の
天
才
画
家
」
の
横
山
操
画

伯
は
、
同
じ
中
隊
で
、
八
ラ
ー
ゲ
ル
で
一
緒
に
生
活
し
、
帰
り

も
一
緒
で
あ
っ
た
。

戦
後
五
十
年
を
迎
え
て

敗
戦
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
　 

東
京
都
　
宮
本
清
　 

昭
和
二
十
年
二
月
繰
り
上
げ
卒
業
で
、
樺
太
庁
敷
香
中
学
を

卒
業
し
、
新
潟
県
長
岡
市
に
あ
る
国
立
長
岡
高
等
工
業
学
校
夜




